
  第６回（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例策定検討委員会

日時：令和 4年 7月 13 日（水）      

10 時 00 分から  

会場：磐田市役所本庁舎４階大会議室 

次  第

１ 開会

２ 委嘱状等交付

３ 自治市民部長あいさつ

４ 委員長あいさつ

５ 議事

（１）これまでの経過

（２）今後の進め方

６ 閉会





「（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例」制定に向けた 

これまでの経過及び条例素案について 

令和４年７月 

地域デザイン推進室 

１ 改正の趣旨 

平成 21 年４月に施行された磐田市協働のまちづくり推進条例は、協働に関する基本的

な考え方を明確にし、広く共有することで、協働のまちづくりの推進を図り、より良い

地域社会の実現に寄与するための条例でした。 

平成 27 年度から地域に交流センターが設置されるとともに、交流センターを活動拠点

とする地域づくり協議会が設立され、地域の課題解決や役員の負担軽減に取組む体制づ

くりが進められてきましたが、人口減少、少子高齢化がさらに進む中で、高齢者世帯の

増加、定年後の就労や共働き世帯の増加により、役員の選出に苦慮、自治会の運営が困

難になるなど、時代の変化に対応しきれない地域が増えてきています。 

このような現状に柔軟に対応するためには、地域づくり協議会を中心に組織、類似事

業の整理を行い、携わる人の負担軽減に繋げ、誰もが無理なく気軽に地域活動に参加で

きる環境を整える必要があります。 

さらには、市民一人ひとりが、主体的にまちづくりに参加すること、まちづくりに関

わる人材の確保と育成が求められています。 

「自らのまちは自らの手でつくる」という意識を持ち、「まちづくりは人づくり」とい

う考えを主眼に、地域づくり協議会を中心に地域力の維持、向上を図り、将来にわたり

持続可能な地域づくりを主体的に推進していくため、市民自治によるまちづくりの基本

理念等を掲げる「（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例」の制定に向け検討を進めて

きました。 

２ 主な経過 

（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例策定検討委員会 

年月日 策定検討委員会・庁内検討会 内 容 

R2 8. 5 第１回策定検討委員会 磐田市における地域づくり活動の概要説明 

条例策定の方針と今後のスケジュールについて 

 10.28 第２回策定検討委員会 （仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例の骨子について

意見交換 

 12.14 第３回策定検討委員会 条例案について  

条例名について 

R3 6. 3 第４回策定検討委員会 これまでの経過及び今後の進め方について 

条例素案について 

R4   3.25 第５回策定検討委員会 これまでの経過について 

前回の委員会における意見等の対応及びアンケートの状

況について 

今後の予定について 



（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例庁内検討会 

年月日 策定検討委員会・庁内検討会 内 容 

R2   3.12 第１回庁内検討会 他市の事例から見る自治基本条例とは（説明） 

磐田市協働のまちづくり推進条例とは（説明） 

（仮称）自治基本条例に入れ込みたい内容について 

地域の現状と課題について（意見交換） 

 4.28 第２回庁内検討会 （仮称）自治基本条例に入れ込みたい内容について 

地域の現状と課題について（意見交換） 

 6. 2 第３回庁内検討会 磐田市が目指す方向性について 

条例策定検討委員会について 

条例制定後について「実効性の確保と進捗管理」 

意見交換 

 7.16 第４回庁内検討会 「地域との協働により進める施策・事業の調査」結果について

条例の実効性確保について 

条例策定検討委員会の状況について 

意見交換 

 10.13 第５回庁内検討会 （仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例の骨子について 

意見交換 

R3 2.10 第６回庁内検討会 条例素案について 

条例解説書について 

 8. 3 第７回庁内検討会 これまでの経過及び今後の進め方について 

条例素案について 

地域づくり関係情報の提供・交換 

３ 条例に盛り込む主な内容(案)⇒条例解説書(案)参照

○市民自治によるまちづくりの基本理念 

   ○市民・自治会・地域づくり協議会等の定義と役割 

   ○市の責務と施策 

   ○人材の確保と育成 など 



































































「（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例」制定に向けた 

今後の進め方について 

令和４年７月 

地域デザイン推進室 

１ 令和４年度 ※磐田市小規模多機能自治推進事業計画参照

〇条例庁内検討会の開催(２～３回程度開催)

〇条例策定検討委員会の開催(第６回：７月 13 日開催 あと３回開催) 

〇市民ワークショップの開催（３回開催） 

〇小規模多機能自治シンポジウムの開催(11 月 20 日 かたりあ) 

〇オンライン勉強会(小規模多機能自治関係)の開催 

２ 令和５年度 ※磐田市小規模多機能自治推進事業計画参照

〇条例庁内検討会の開催(２回程度開催)

〇条例策定検討委員会の開催(２回程度開催) 

〇パブリックコメントの実施 

○議員勉強会 

○議案上程（11 月議会予定）、令和６年４月１日施行予定 

〇小規模多機能自治講演会の開催 

〇オンライン勉強会(小規模多機能自治関係)の開催 





2022/7/8

年月
(仮称)協働のまちづくり基本
条例制定(現推進条例の改正)

IIHOE(川北秀人氏講演会・研修
会・勉強会)・シンポジウム

里山くらしLABO
（中学生以上全住民アンケート・研修会）

地域活動情報交換会・
ファシリテーター育成 他

R4.4 〇22日：市議会総務委員会勉強会 〇24日：青城まちづくり協議会講演会
☆中学生以上全住民アンケート実施
(長野・豊岡東・豊浜・豊田東地域づくり協議会)

 (アンケート内容検討・作成・封入)

5 〇11日：小規模多機能自治初任者研修会 〇13日：小規模多機能自治プロジェクト会議

6 ○条例庁内検討会⑧ ○小規模多機能自治オンライン勉強会①
○ファシリテーター育成～企画・実
施等(以後随時)

7 〇13日：条例策定検討委員会⑥
○いわた高校生まちづくり研究所
　スタート

8
　（アンケート配布・回収）

〇20日：交流センター職員研修会
　　○地域活動情報交換会①

9 ☆市民ワークショップ①
〇17日：交流センター職員研修会
○17日：全住民アンケート講演会

※R5度アンケート実施希望地域募集

10
○条例庁内検討会⑨
〇条例策定検討委員会⑦

○小規模多機能自治オンライン勉強会② 　（アンケート入力・分析） ○地域活動情報交換会②

11 ☆市民ワークショップ②

☆20日：小規模多機能自治推進シン
ポジウム(会場：市民文化会館)
 ※小規模多機能自治推進NW会議東
海ﾌﾞﾛｯｸ会議を兼ねる。

　　　　　 (アンケート取組み状況報告予定)
○いわた高校生まちづくり研究所
　企画提案発表会

12 〇条例策定検討委員会⑧
　（報告書編集・報告会準備等）
　　〇センター・SC等合同研修会

○地域活動情報交換会③

R5.1 ☆市民ワークショップ③
○R5度アンケート実施希望
地域ヒアリング～内定

2 ○アンケート結果報告会(実施地域ごと) ○地域活動情報交換会④

3
○条例庁内検討会⑩
○条例策定検討委員会⑨
○庁内会議報告

R5.4 ○パブリックコメント実施準備
○中学生以上全住民アンケート実施
（○○地域づくり協議会)

5 ○パブリックコメント実施 　　　(アンケート内容検討・作成・封入)

6
○パブコメ回答作成・公表(検討委員会後)
※必要に応じ素案修正

○小規模多機能自治研修会(自治会長他)
○ファシリテーター育成～企画・実
施等(以後随時)

7
○条例庁内検討会⑩
○条例策定検討委員会⑩

○小規模多機能自治オンライン勉強会①
○いわた高校生まちづくり研究所
　スタート

8
○庁内会議(経営会議・政策会議(又は
　部局長ミーティング)等)説明・報告
○例規審査委員会（又は10月)

　　　(アンケート配布・回収) 　　○地域活動情報交換会①

9 ○議会説明(議員勉強会)※又は10月
○全住民アンケート講演会

　　　　　　※R6度アンケート実施
　　　　　　　希望地域募集

10 ○(例規審査委員会) ○小規模多機能自治オンライン勉強会② 　　　（アンケート入力・分析） ○地域活動情報交換会②

11 ○議案上程・審議～採決
○いわた高校生まちづくり研究所
　企画提案発表会

12 　　 　(報告書編集・報告会準備等) 　　○地域活動情報交換会③

R6.1 ○庁内検討会⑪・条例策定検討委員会⑪
○条例施行周知・PR(以後随時)

　　　○R6度アンケート実施希望
　　地域ヒアリング～内定

2 ○庁内会議報告 ○アンケート結果報告会(実施地域ごと) ○地域活動情報交換会④

3 ○3月号又は4月号市広報（HP含む)掲載

4 1日：条例施行

磐田市小規模多機能自治推進事業計画(R4度～R5度)     　　　　　　　　　　　　　　　地域デザイン推進室





令和４年度　条例改正・小規模多機能自治推進　カレンダー

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13
第1回小規模多機能
自治ＰＪ

14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10
ファシリテーター打合
せ

11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28
第8回庁内検討会

29
ファシリテーター打合
せ

30 1 2 3

4 5 6 7
委員長打合せ

8 9 10

11 12 13
第6回策定検討委員
会

14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4
市長定例記者会見

5 6 7

8
ＷＳ参加者募集開始

9 10 11 12
（仮）第2回小規模多
機能自治ＰＪ

13 14

15 16 17
第1回地域活動情報
交換会

18 19 20
交流センター等職員
研修

21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9
ＷＳ参加者募集期限

10 11

12 13 14 15 16 17
交流センター等職員
研修＋里ラボ講演会

18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30
（仮）第1回市民ワー
クショップ

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11
（仮）第9回庁内検討
会

12 13 14 15 16

17 18 19
第2回地域活動情報
交換会

20 21 22 23

24 25 26
（仮）第7回策定検討
委員会

27 28 29 30

5月

6月

7月

8月

9月

10月

5月

6月

7月

8月

9月

10月



令和４年度　条例改正・小規模多機能自治推進　カレンダー

31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11
（仮）第3回小規模多
機能自治ＰＪ

12 13

14 15 16 17 18 19 20
小規模多機能自治シ
ンポジウム

21 22 23 24
（仮）第2回市民ワー
クショップ

25 26 27

28 29 30 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21
第3回地域活動情報
交換会

22
（仮）第8回策定検討
委員会

23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26
（仮）第3回市民ワー
クショップ

27 28 29

30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10
(仮）第4回小規模多
機能自治ＰＪ

11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24
第4回地域活動情報
交換会

25 26

27 28 1 2 3 4 5

6 7
（仮）第10回庁内検
討会

8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22
（仮）第9回策定検討
委員会

23 24 25 26

27 28 29 30 31

11月

12月

1月

2月

3月

11月

12月

1月

2月

3月



（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例策定検討委員会 市民ワークショップ進行表（案） 

（目的） 

① 協働のまちづくり基本条例を知ってもらう 

② 磐田市の現状を知り、これからの磐田市を地域住民として考える必要性を感じる 

③ 「市民自治」の必要性を知る・考える 

※「プロジェクト策定→実行」ではなく、ゆっくりと市民が地域課題に対する意識を持つ気持ちを育む 

※（キーワード）市民自治、市民参加、これからの協働、対話 

第１回 9月３０日（金） 第２回 １１月２４日（木） 第３回 １月２６日（木） 

（目標） 

・協働のまちづくり基本条例を知る 

・条例の役割を身近に感じてもらう 

（目標） 

・やるべき「協働」を考える 

・「市民自治」を知る 

（目標） 

・今後の市民参加の意識を広げる 

・今回の関わりこそが「市民自治」と感じる 

WSテーマ 

「磐田市ってこんなところ～自分の住んでい

るまちを見直そう～」 

※自分だけの目線から他者の声を聴くことで 

新しい磐田市に気づくこと 

※多世代交流の必要性を感じる 

→誰もがまちづくりの参加することを実感 

 （小さな関わりの大切さ） 

WSテーマ 

「課題を解決するために行政・市民・一緒に

やれることを見つけよう！」 

※事例を用いて、「一緒にやれること」「自分

たちでやれること」を多方面から考えるクセ

づけ 

WSテーマ 

「これからの協働のまちづくりって何だろ

う？ ～対話を重ねることの必要性～」 

※今回の多くの人の関わりを次に広げる 

※少しの参加の必要性や楽しみを自分ごとへ 

（情報提供） 

日詰学長（策定検討委員長） 

「磐田市協働のまちづくり条例って何だろ

う？」 

※策定の流れと今後の計画 

（情報提供） 

磐田市 

「磐田市の現状とこれから」 

※人口減少社会の今後を自分ごとにする 

牧之原市の事例 

「市民自治の必要性」 

※市民参加の必要性を実践から感じ取る 

（情報提供） 

三輪センター長（策定検討委員） 

「市民活動センターの役割」 

※磐田市民の活動を伝える 

Musubi 原口 2022/06/15 





（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例策定検討委員会 

市民ワークショップ参加者募集要項 

令和４年７月          

委員会事務局：地域デザイン推進室 

平成 21 年４月に施行された「磐田市協働のまちづくり推進条例」は、協働に関する基

本的な考え方を明確にし、広く共有することで、協働のまちづくりの推進を図り、より

良い地域社会の実現に寄与するための条例でした。 

平成 27 年度から地域に交流センターが設置されるとともに、交流センターを活動拠

点とする地域づくり協議会が設立され、地域の課題解決や役員の負担軽減に取組む体制

づくりが進められてきましたが、人口減少、少子高齢化がさらに進む中で、高齢者世帯

の増加、定年後の就労や共働き世帯の増加により、役員の選出に苦慮、自治会の運営が

困難になるなど、時代の変化に対応しきれない地域が増えてきています。 

このような現状に柔軟に対応するためには、地域づくり協議会を中心に組織、類似事

業の整理を行い、携わる人の負担軽減に繋げ、誰もが無理なく気軽に地域活動に参加で

きる環境を整える必要があります。 

さらには、市民一人ひとりが、主体的にまちづくりに参加すること、まちづくりに関

わる人材の確保と育成が求められています。 

「自らのまちは自らの手でつくる」という意識を持ち、「まちづくりは人づくり」とい

う考えを主眼に、地域づくり協議会を中心に地域力の維持、向上を図り、将来にわたり

持続可能な地域づくりを主体的に推進していくため、令和２年度からは市民自治による

まちづくりの基本理念等を掲げる「（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例」の制定に

向けて検討を進めてきました。 

本年度は、市民ワークショップを開催することで、市民との対話を通じてこれからの

市民活動や地域活動の在り方を検討、条例改正に対する市民の理解を深めながら、パブ

リックコメントや議会上程に向けて、「（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例」の素

案をまとめていきます。 

つきましては、以下のとおり市民ワークショップの参加者を募集します。 

   第１回 令和４年 ９月 30 日（金） 19 時から 21 時 

   第２回 令和４年 11 月 24 日（木） 19 時から 21 時 

   第３回 令和５年 １月 26 日（木） 19 時から 21 時 

第１回 磐田市役所西庁舎 ３階会議室 

第２回 磐田市役所西庁舎 ３階会議室 

第３回 総合健康福祉会館ｉプラザ ２階ふれあい交流室 

■ 趣旨

 ■ 日時 

 ■ 会場 

案 



   第１回 「磐田市ってこんなところ～自分の住んでいるまちを見直そう～」 

   第２回 「課題を解決するために行政・市民・一緒にやれることをみつけよう！」 

第３回 「これからの協働のまちづくりって何だろう？ 

～対話を重ねることの必要性～」 

   50 人程度 

   市内に居住、通勤又は通学している高校生以上の方で、３回のワークショップ全てに

参加できる方 

   参加申込書に必要事項をご記入のうえ、地域づくり応援課地域デザイン推進室（本庁

舎２階）へ持参、郵送、ＦＡＸ、メールのいずれかでご提出ください 

   令和４年９月９日（金） 

   申込多数の場合は、年齢等を考慮のうえ選考し、結果を通知します 

   ワークショップの参加に伴う報酬等の支払はありません 

   ・ ワークショップの様子（写真等）は、広報、ホームページ等に掲載する予定です 

   ・ ワークショップには、本要項により募集する申込資格者のほか、各種団体等から

推薦を受けた方も参加予定です 

   ・ 参加申込書により提出された個人情報については、ワークショップの実施のため

に使用し、その他の目的には使用しません 

   〒438-8650 

 磐田市国府台３番地１ 磐田市役所本庁舎２階 

自治市民部 地域づくり応援課 地域デザイン推進室 

 電 話 0538-37-4811 

 ＦＡＸ 0538-32-2353 

 メール chiiki-ohen@city.iwata.lg.jp 

■ 募集人員

 ■ テーマ 

■ 申込資格

■ 申込方法

■ 申込期限

■ 選考方法

■ 報酬等

■ その他

■ 申込・問合先

8/4 市長定例記者会見 

申込期間 8/8～9/9 
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地域づくり関係情報の提供について 

 地域デザイン推進室 

令和４年７月 

小規模多機能自治とは、自治会、町内会、区などの基礎的コミュニティよりも広範囲

の概ね小学校区などの範域において、その区域内に住み、又は活動する個人、地縁型・

属性型・目的型などのあらゆる団体等により構成された地域共同体が、地域実情及び 

地域課題に応じて住民の福祉を増進するための取組を行うことです。 

「自治」を行うためには、地域を総括する組織が必要となります。本市では、平成 27

年度から交流センターを設置するとともに、その交流センターを活動拠点とする地域づ

くり協議会の設立を促し、自治会連合会等地域（市民）と共に地域課題の解決や役員の

負担軽減に取り組む体制づくりを進めてきました。 

市は、全市で公正公平・一律的なサービスの提供に主眼を置くことを基本とするため、

地域固有の課題それぞれに直接対応するのは難しい面があります。 

これからは、地域課題を皆で話し合い解決し、人の繋がりや地域の活力を取り戻す 

ことで、誰もが住みやすく、将来に渡って持続可能な地域に繋がるものと考えます。 

引き続き、本市が目指すこれからの地域のあり方を、一人でも多くの市民と共有し、

自らのまちは自らの手でつくる意識を培う機会を提供していきます。 

年度 内容 対象 実施主体 

平成 25年度 会議 新たな「地区活動拠点」 

意見交換会 

自治会連合会代表、

市社協事務局長等 

磐田市 

視察 香川県高松市・滋賀県近江八幡市 市職員 磐田市 

平成 26年度 自主防災会連合会と自治会連合会の統合   

視察 滋賀県甲賀市・近江八幡市 自治会連合会役員 自治会連合会 

平成 27年度 地域づくり協議会発足（H27～H29） 

交流センターオープン 

公民館やコミュニティセンターから交流センターへ

 自治会連合会 

磐田市 

交通安全会連合会と自治会連合会の統合   

視察 愛知県知多市・一宮市 自治会連合会役員 自治会連合会 

視察 富山県射水市・福井県越前市 市職員 磐田市 

平成 28年度 講演会 

講師：島根県雲南市(小規模多機能自治推

地域づくり協議会長 

交流センター長 

磐田市 

■ 小規模多機能自治について

 ■ 地域づくりに関するこれまでの主な取組 
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進ＮＷ会議事務局) 

※同年、ＮＷ会議に磐田市加入 

青少年健全育成会連合会の解散   

子ども会育成者連合会の解散   

交通指導隊の解散   

視察 長野県長野市 自治会連合会役員 自治会連合会 

平成 29年度 地域づくり応援課設置  磐田市 

一括交付金の段階的導入 

自治会連合会の地区助成 

防犯・交通安全活動事業

地域づくり協議会 磐田市 

視察 三重県松阪市・名張市 自治会連合会役員 自治会連合会 

平成 30年度 一括交付金の段階的導入 

防災対策活動事業 

子育て応援・子ども若者健全育成活動事業

地域づくり協議会 磐田市 

令和元年度 一括交付金の段階的導入 

高齢者福祉事業（敬老会開催事業）

地域づくり協議会 磐田市 

雲南ゼミＲ１秋の陣 市職員 島根県雲南市 

令和２年度 自治会連合会役員研修会 

講師：IIHOE 代表 川北秀人氏 

自治会連合会役員、 地域

づくり協議会役員等 

自治会連合会 

磐田市 

令和３年度 地域デザイン推進室設置 

（地域づくり応援課内） 

 磐田市 

小規模多機能自治講演会(若手向け) 

講師：川北秀人氏 

商工会議所青年部会 

青年会議所等 

磐田市 

商工会議所 

小規模多機能自治オンライン勉強会 

講師：川北秀人氏 

市職員、自治会連合会

役員、地域づくり協議

会役員等 

磐田市 

小規模多機能自治推進

ネットワーク会議 

里山くらしＬＡＢＯ講演会 地域づくり協議会役員等 磐田市 

小規模多機能自治講演会 

講師：川北秀人氏 

自治会連合会役員、自

治会長、地域づくり協

議会役員等 

自治会連合会 

磐田市 

地域活動情報交換会 地域づくり協議会等 自治会連合会 

磐田市 
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   様々なデータを基に、今後の磐田市の未来や日本各地の先進的な地域活動の取組を学

ぶため、各種講演会等を開催します。 

多様な形式（集合、オンライン、動画配信等）を活かしながら、自治会連合会や地域

づくり協議会の役員をはじめ、自治会長、各種団体関係者等、幅広い年代の市民等を対

象にこれからの地域活動のヒントを得る学び合いの場を創出していきます。 

また、昨年度に引続き福祉課、高齢者支援課、市社協地域福祉課及び地域デザイン推

進室４課長を中心に、情報交換・共有を図り合い、市と市社協との連携強化や地域福祉

計画上の地域福祉や地域づくり協議会の位置付けを議論し、福祉分野も包括した地域づ

くり協議会を目指します。 

さらには、交流センター職員や地区担当保健師を対象に地域活動支援者研修会を実施

予定。交流センター職員、地区担当保健師、生活支援コーディネーターによる合同研修

会も検討していきます。 

地域特性に応じた様々な取組について、地域の自主性をより尊重し発揮できる学び合

いの場として、地域づくり協議会活動に直接かかわる方々の情報共有や意識啓発等を図

るため情報交換会を開催します。 

令和３年度の流れを基に、福祉分野等新たなテーマも取り入れ、ファシリテーターを

活用した会の進行を図りながら、市民と相互に情報共有等を図っていきます。 

開催日時 テーマ（案） 

令和４年８月 17 日（水） 福祉 

令和４年 10 月 19 日（水） 子育て・健全育成 

令和４年 12 月 21 日（水） 未定 

令和５年２月 24 日（金） 防災 

対話を重視した地域づくりや市政運営を更に推進するため、会議等の運営をより円

滑に効果的な結論に導くことができる人材を養成します。 

これまでの座学講座に加え、ロール・プレイング形式(模擬会議)の講座等、市民活

動センターのっぽと連携しながら実施していきます。 

 ■ 地域活動情報交換会 

 ■ 小規模多機能自治関係講演会・研修会・勉強会等 

 ■ 市民ファシリテーターの養成 
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   地域づくり協議会が主体となって、住民ニーズの把握や地域課題の解決に向けて取り

組む中学生以上全住民アンケートを支援します。 

◇実施地域（４地域） 

      長野地域づくり協議会、豊浜地域づくり協議会、豊岡東地域づくり協議会、 

      豊田東地区まちづくり協議会 

◇実施主体（地域づくり協議会）の役割 

     アンケート印刷から封入、配布、回収、データの入力を行うとともに、アンケー

トの内容校正、結果報告は里山くらしＬＡＢＯの支援を受けながら行います。 

◇里山くらしＬＡＢＯ（ＮＰＯ）の役割 

     アンケートの素案設計、校了、回収率速報作成、結果分析、報告資料の編集等を

行います。 

◇市の役割 

     財政支援として、令和４年度は、１地域 1,000 千円×４地域分で計 4,000 千円を

地域づくり応援一括交付金に予算計上しました。 

◇期待される効果 

地域ごとに異なる住民ニーズや地域課題が把握され、地域課題を自ら解決して

いこうとする住民意識が醸成されること、また、将来的には、課題解決に向けた 

関係部門との調整や地域計画の策定、地域課題に応じた予算配分及び事業実施が

期待されます。 

【開催日時等】 

日時：令和４年９月 17 日（土）14 時～16 時 

会場：竜洋なぎの木会館大ホール 

対象：地域づくり協議会役員、自治会連合会役員（100～200 名見込み） 

■ 中学生以上全住民アンケート

■ 中学生以上全住民アンケート講演会
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   小規模多機能自治に関する基調講演をはじめ、地域づくりの事例報告、パネルディス

カッションを行い、本市が目指すこれからの地域やまちづくりのあり方を考え、一人で

も多くの市民と共有し合い、学び合い、自らのまちは自らの手でつくる意識を培う機会

を提供します。 

--------------------------------------------------------------------------------- 

【開催日時等】 

日時：令和４年 11 月 20 日（日）13 時～17 時 

会場：磐田市民文化会館「かたりあ」 

対象：市民、条例策定検討委員会委員、市内団体（自治会連合会、地域づくり協議会 

社会福祉協議会、市民活動センター、商工会議所、商工会、青年会議所等） 

小規模多機能自治推進ネットワーク会議会員、静岡県自治会連合会など  

   内容：第１部 基調講演 

      第２部 地域づくり実践事例報告（中学生以上全住民アンケート取組） 

      第３部 パネルディスカッション 

--------------------------------------------------------------------------------- 

【講師・コーディネーター/パネリスト】 

● 講師・コーディネーター 

川北 秀人 氏（基調講演講師、ＩＩＨＯＥ代表） 

● パネリスト

日詰 一幸 氏（静岡大学学長、(仮称)磐田市協働のまちづくり基本条例策定検討 

委員会委員長）

鈴木 まり子氏（特定非営利活動法人 日本ファシリテーション協会、静岡県被災者

支援コーディネーター、磐田市男女共同参画審議会会長） 

土肥 潤也 氏（コミュニティファシリテーター、NPO法人わかもののまち事務局長 

内閣府若者円卓会議委員、いわた高校生まちづくり研究所講師） 

唐木 啓介 氏（厚生労働省社会・援護局 地域福祉課 生活困窮者自立支援室・地域 

              共生社会推進室 室長）

板持 周治 氏（小規模多機能自治推進ネットワーク会議事務局、雲南市政策企画部次長

兼地域振興課課長）

草地 博昭  （磐田市長） 

● 実践事例報告

     里山くらしＬＡＢＯ、長野地域づくり協議会 

 ■ 小規模多機能自治シンポジウム 


